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東急リゾートタウン蓼科が目指す ２つの“環境共生”

ホテル
1988年開業

ホテル
1981年開業

ホテル
1999年開業

ゴルフ場
1978年開業

スキー場
1982年開業

別荘地（2400区画）
1978年開業

東急リゾートタウン蓼科
⻑野県茅野市
敷地面積：664ha
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原点は、森の未来を考える “もりぐらし”
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森林保全のために取り組んできた“間伐”
東急リゾートタウン蓼科では、森林の樹木密集を抑制するために木を間引く
保全間伐を実施してきました。間伐材は建材や家具、オリジナル商品や、
バイオマス燃料としてタウン内で活用することで循環型の地産地消を実現。
森の下まで光が差し込むようになることで、下草や若木の成⻑が促進され、
脱炭素効果の向上や、生物多様性の創出にも貢献しています。
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J-クレジット制度の認証・登録
■ 認証プロジェクト概要
【認証期間の開始日】

・ 2021 年 4 月 1 日
【プロジェクト実施者】

・東急不動産株式会社
・東急リゾーツ&ステイ株式会社

【適用方法論】
・ 森林経営活動

【想定排出削減量】
・年間約 50t-CO2
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環境省の自然共生サイト認定を取得
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化石燃料からバイオマス燃料への切り替え
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カーボンニュートラルを超えた“カーボンマイナス”へ
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間伐材を活用したオリジナル商品の開発
間伐によって得られる木材だけでなく、その枝葉なども活用しながら、
蓼科の森の恵みを日常で楽しむことができるような商品展開です。
地域の企業や社会福祉法人の協力のもと、商品を製造しています。
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木材の地産地消を体現する“TENOHA蓼科”

TENOHA蓼科の家具や壁など内装には、蓼科のカラマツを使用しています。
これらカラマツ材は、タウンにおける森林保全の過程で採れた間伐材です。
伐採、乾燥、製材、加工、一連の流れを地域事業者とともに実現しました。
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東急リゾートタウン蓼科が目指す ２つの“環境共生”

地域共創 自然共創

環境共生

日常非日常

TENOHA蓼科
東急リゾートタウン蓼科では「地域環境」と「自然環境」、それぞれの「環境」と向き合い
共創していくことで、真の “環境共生” を実現していくことを目指しています。

「環境」について考えることは “非日常” という人もまだまだ多い中、蓼科への来訪を通して
２つの「環境」への意識を “日常” に持って帰ってもらえるよう、“地域連携”と“環境配慮”の
価値創出および発信の発信としてTENOHA蓼科をオープンしました。


